


サラヤグループのサステナビリティ推進のための行動指針を以下に定めます。

1. マテリアリティを特定し、事業活動を通して社会的課題を解決

サラヤグループ及び社会にとっての持続可能な成長に繫がるマテ
リアリティを特定し、事業活動を通して企業価値の向上を目指しま
す。また、新しい市場ニーズの発見とそのニーズに対応できるさまざ
まなソリューションを提案し、実現することによって社会的課題を
解決し、組織の活性化を進めます。

合わせて新商品の開発、新事業の創設に繋げ、持続可能な発
展と、豊かな社会の実現を目指します。
また、取扱商品のサプライチェーンの資源の利用状況を把握し、
持続可能なバリューチェーンの構築を目指します。それら運用
管理のための仕組みであるマネジメントシステムの有効活用に
て事業のマネジメントを強化し、詳細なガバナンスの開示を行
います。

2. 社会との信頼関係の構築

すべての利害関係者とのコミュニケーションを通して、責任ある対
話を行い、社会からのニーズや期待を受け止め、実践により強固な
信頼関係を構築します。

3. 真のグローバル企業の確立とガバナンス強化による
　 サステナビリティ経営の実現

ニッチ分野でグローバルな生産と営業体制の確立を目指します。
また、グローバルなガバナンスを各種コミュニケーション手段を駆
使して強化します。公平性及び透明性のあるサステナビリティ経営
を実現します。

4. 地球環境の保全、資源の持続可能な活用を目指した新商品の開発、
新事業の創設、バリューチェーン、事業活動マネジメントの強化
地球温暖化対策、生物多様性及び生態系の保護等地球環境
の保全に向けた事業活動を行うとともに、SDGsの推進を絡め

5. サステナビリティ推進に対する社員への教育の実施

「サステナビリティ推進」を実践するのは、グループ構成員である全
社員の一人ひとりであり、とりわけ持続可能な開発目標である
「SDGｓ」を理解し、社会的課題解決に関する認識を醸成するため
の教育を行います。
「サステナビリティ推進方針」に基づき本来業務を通してTQMのフ
レームワークにて、それぞれの部門で目標達成を果たします。

行動指針

サラヤグループ
サステナビリティの基本的な考え方について

従来の「TQM推進本部方針／TQM活動方針」及び「環境方針」をSDGｓ-ESGの観点
より、それらを考慮に入れ、サラヤ基本理念を踏まえたサラヤグループのサステナビリ
ティ推進の在り方を「サステナビリティ推進方針」として制定します。
サラヤ基本理念に基づき事業活動を通じて、社会的課題を解決することで持続的な
社会への貢献と企業価値向上を目指します。

サステナビリティ推進方針

サラヤの事業目的は、世界の「衛生・環境・健康」の向上に貢献することです。
いま、世界の持続可能性について懸念がある中、サラヤの事業目標を通じて少しでもその
解決に貢献したいと思います。
目的達成に向けてグローバルなネットワークを構築し、国内外に独自な商品やサービスの
提供を行うことで、事業を発展させます。そして、サラヤはビジネスを通じて、地球環境課
題、社会的課題への対応を経営方針の重要事項のひとつと位置付け、お客様への環境価
値提案を通して、持続可能な社会の実現に貢献します。

2019年（令和元年）５月１日

サラヤ株式会社 代表取締役社長

更家 悠介

in  EXPO 2025

1 プラスチック海洋汚染防止 2 海の持続的活用

1 大阪・関西万博での展示

2 対馬プロジェクト

3 モーリタニアプロジェクト

4 次世代の子供たちへの教育

廃棄物を出さない自然の循環に習いながら、廃棄物を資源として再利用し

最終的な廃棄物をゼロにすることを目指す「ゼロエミッション構想」。

この構想を日本で展開するために2001年に設立されたNPO法人ゼリ・ジャパン。

サラヤはその設立に携わり、弊社社長の更家悠介が理事長を務めます。

♦ ZERIジャパン（Zero Emission Research and Initiative）とは？
サラヤは

ZERIジャパンの活動を支援
しています。

サラヤ株式会社
は大阪・関西万

博で

ZERIジャパン
が出展する ブル

ーオーシャン・ドー
ム に協賛、

 ブルーオーシャン
プロジェクト に

協力しています
。

1 2025年大阪・関西万博について 2サラヤのサステナビリティ
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